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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日発表させていただきますのは，SSS運営をサポートしている図書館職員の有志です。
図書館には，ラーニング・コモンズ活性化のためのワーキング・グループ「ラーニング・コモンズ検討WG」が設置されています。このWGは係の枠を超えて設置されたもので，私たちはいずれも「ラーニング・コモンズ検討WG」のメンバーとしてSSSの運営に関わってきました。





今なぜ図書館で学修支援か 
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大学教育の変化 

大学図書館と関わるポイントは２つ 
 単位の実質化 
 アクティブ・ラーニングへの転換の必要性 

「教育振興基本計画（平成２５年６月閣議決定）等において，
学生が主体的に課題解決に取り組む能動的学修（アクティ
ブ・ラーニング）への転換が必要とされ，そのための取組と
して，学生の主体的な学習のベースとなる図書館の機能強
化・・・を促進」（1） 

 大学図書館は，教育面でより積極的に関与することを求め
られている。 

具現化＝ラーニング・コモンズ 4 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
もともと図書館は，勉強する空間であり，本や雑誌などの資料があるという，学修を支援するための施設です。学修環境充実に関わる３要素（コンテンツ，学習空間，人的支援）を集約的に機能させている（「学修環境充実のための学術情報基盤の整備について」p.7）のが図書館です。それが今なぜ，あらためて図書館の学修支援なのか。
それは，大学教育の変化に伴い，これまでとは違った学修支援を求められているからです。
その中でも，図書館に大きく関わるポイントは２つあると思っています。
一つは「単位の実質化」，もう一つは「アクティブ・ラーニングへの転換の必要性」です。
そして，この「これまでとは違った学修支援」を具現化したものが「ラーニング・コモンズ」だと思っています。
ラーニング・コモンズは，2007年お茶の水女子大学でのオープンを皮切りに，全国の大学で設置がすすんでいます。



徳島大学附属図書館の学修支援 
～ラーニング・コモンズ～ 
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ラーニング・コモンズとは・・・ 
 

文部科学省（2010）(2) 

 複数の学生が集まって，電子情報も印刷物も含めた様々な
情報源から得られる情報を用いて議論を進めていく学習ス
タイルを可能にする「場」を提供するもの。 
 

徳島大学附属図書館（3） 

 自由にディスカッションしたり，コミュニケーションを
図ったりしながら自主的・創造的に学習に取り組める場所 
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施設について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    2009年    耐震改修によりリニューアル・オープン 
        １階をコミュニケーション可能なゾーン，２階をサイレント・ゾーンとゾーニング 
    2011年1月  １階のレイアウトを変更し，「ラーニング・コモンズ」として運用開始 

ラーニング・コモンズ 
オープンのチラシ 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では，徳島大学附属図書館のラーニング・コモンズについて説明します。

徳島大学附属図書館は，２００９年にリニューアル・オープンし，その時から，コンセプトとして「ラーニング・コモンズ」ということを打ち出していましたが，「ラーニング・コモンズ」という場所はなく，機能も十分ではありませんでした。
そこで，リニューアルオープン後，図書館内でラーニング・コモンズ検討WGを立ち上げ，先行大学の見学や館内での検討，教員への調査や協力要請などを行って，２０１２年１月，このようにラーニング・コモンズとしての運用を開始した，という経緯があります。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ研究室（2室） 

2012年１月に， 
「グループワークコ－ナー」を設置。 
ここでは，ディスカッションしながら自
由にグループ学習ができる。プレゼンな
ども可能。 

マルチメディアコーナー（１階） 
周りには関連書籍も配置 8 



１階で一般雑誌や新聞，視聴覚資料などを
利用できる 
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 施設だけでは「ラーニング・コモンズ」とは言えず，
その中で学習支援が行われること，学習サポートなどの
人的支援や学内の学習支援機関との連携が重要な要素と
なる。  

カフェテリアは玄関入ってすぐの場所 
2012年1月，座席を32席→48席に拡充 



人的支援について：2009～2012の動き 

ラーニング・コモンズ運用開始時の人的支援の
状状は・・・ 
 学習サポートスタッフ → 人件費確保できず 
 学習支援室との連携 → 打診したが不調 
 ボランティアについて教員に相談 
 「ライブラリー・ワークショップ」誕生（2010）     
→読書推進活動 
 

 
 

・人的支援や学内の学習支援機関との連携は不充分。 

 箱モノの「ラーニング・コモンズ」ではなく， 
本来の意味での「ラーニング・コモンズ」にするために， 

各所との連携を模索 10 



人的支援について：2012～2013の動き 

 FD参画 
 ラーニング・コモンズが実質的な効果をあげるためには，学
内の学習支援の文脈の中で活用される必要がある。 

 
 徳島大学のFDの定義（4） 

 
 
 
 
 
 

 まずは学生FDとの関わりを 
 組織としてではなく，個人的に繋ぎcreateと協働 

 

本学の教育理念・教育目標を実現するための取組みであり，教
職協働の下に学生の参画を得て，組織的な教育改善・改革を推
進し，その妥当性・有効性を不断に検証することにより更なる
改善を図る活動 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本来の意味での「ラーニング・コモンズ」とはつまり，学習サポートなどの人的支援があり，なおかつアクティブ・ラーニングが推進されていく場になることだと思っています。これは図書館だけでできることではありません。講義の中でアクティブ・ラーニングが取り入れられてはじめて有効に活用されていくようになります。そのため，ラーニング・コモンズの活用のためには，このような授業改善を積極的に行うFDの活動に図書館が参画することが有効だと言われています。
そこで，うちの図書館でも，FD，特に学生FDと協働を始めたのです。

ただし，この協働でどういった活動ができるか未知数だったため，最初は組織としてではなく，個人的に活動をすることとなりました。



FDへの参画 ～イベント実施～ 

 FD・SDセミナー「図書館を利用した学習支援」への登壇
（2012/11/30）(5) 

 教員から，図書館で学習サポートを行ってみたいとの申し出が
あり，週１回ボランティアで試行的に開始 
 

 スタディレスキューWeeeeekの開催(6) 

 繋ぎcreateの企画により，後期試験前の2013/1/21〜25に実施 
 「図書館1階のラーニング・コモンズを利用して、学生が学習の
疑問点やわからない所を教員に直接質問することで解決し、学
習内容を定着させることができる相談窓口を提供するもの」 

 NHKの取材で，認知度が高まる。図書館内でも評価があがる。 
 常設できないか？→SSSへ発展 

 
12 



Study Support Space(SSS) 

 SSSとは 

 教員・大学院生が，図書館1階ピア・サポートルームで常設の学習支

援を行う企画 

 2013年4月12日よりオープン 

 場所は，図書館で空き部屋となった事務室を流用 

 徳島大学附属図書館，全学共通教育センター，学務部教育企画室，学

務部教育支援課が後援 

 SSS企画チーム（繋ぎcreate）による運営 
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SSS企画チーム 
（2014年1月より「学びサポート企画部」） 

 チームの理念 

 大学生の日々の学習における躓きに対して，学習支援を行うとともに，
学習をするために必要な基本知識・技能を習得する場や機会を創ること
で，大学生の学習スタイルの向上，改善を行う。 

 スタッフ構成 

 学生3名、教員１名、職員２名（2014年1月現在） 

 スタッフの仕事 

 アドバイザーへの協力依頼，時間割の調整，               
相談内容の記録・分析，SSSの広報活動 

 
カウンター横に設置した 

時間割表 14 
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SSSの実績(7) 

 アドバイザーはすべてボランティアとして協力            

教員12名、図書館職員１名，大学院生2名（2013年後期） 

 2013年4月～12月末まで平日に毎日実施               

実施日数は131日 

 累計相談者数は314名（前期は210名） 

 対応科目は数学、物理、化学、生物、                 

英語、レポートの書き方、他 

 

ピア・サポートルームの様子 
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SSS利用者の内訳（人） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
集計期間：2013.4.12～2013.12.20 

  
総合科
学部 工学部 医学部 歯学部 薬学部 その他 不明 合計 

1年 44 93 40 10 0 0 0 187 
2年 22 17 0 0 0 0 2 41 
3年 10 15 0 0 0 0 0 25 
4年 6 9 1 0 0 0 0 16 
院生 0 6 0 0 0 0 0 6 
その他 1 0 0 1 0 5 1 8 
不明 3 13 0 3 0 0 12 31 
合計 86 153 41 14 0 5 15 314 
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学年別相談者の割合（％）  学部別相談者の割合（％） 

1年 

60% 

2年 

13% 

3年 

8% 

4年 

5% 

院生 

2% 

その他 

2% 

不明 

10% 

総合科 

学部 

27% 

工学部 

49% 

医学部 

13% 

歯学部 

4% 

薬学部 

0% 

その他 

2% 

不明 

5% 
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相談内容の種類別の     学習相談のうち内容別の   
割合（％）         割合（％） 

学習相談 

64% 

学習以外の相

談 

22% 

雑談 

12% 

不明 

2% 

数学 

35% 

物理学 

39% 
化学 

6% 

英語 

2% 

レポートの書き

方 

14% 

学習の仕方 

2% 

その他 

3% 
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学習以外の相談のうち                
内容別の割合（％）   

進路 

19% 

課外活動 

27% 
大学生活 

29% 

卒業研究 

6% 

学習の仕方 

3% 
その他 

16% 
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SSSの評価 

 7月に，図書館アンケートの一環として調査 
 SSSの認知度，SSSで行ってほしい支援内容 

 
 8月に，アドバイザーに対してアンケート実施 

 SSSの改善点，学生の様子，学生にとっての意義，アドバイザー
にとっての意義，広報活動，その他 
 

 11月に，SSSに対するアンケート実施 
 SSSの認知度，利用の有無，利用回数，相談内容，満足度，SSS
への要望 
 

21 



図書館アンケートの結果（7月） 

対象：図書館利用者のみ     

  配布500，回収295（回収率59％） 

認知度 
 SSS（Study Support Space）を知っていますか？また，利用したことは

ありますか？ 

  知っている 
知っているが
利用したこと
はない 

知らない 回答無 計 

回答 
19 137 98 18 272 

7.0% 50.4% 36.0% 6.6% 100.0% 
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図書館アンケートの結果（7月） 

SSSで行ってほしい支援内容（複数回答可） 
 
 
 
 
 

 
 自由記述 

 

SSSで行ってほしい支援内容は何ですか 
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進路相談 
卒論をかくにあたってのアドバイス 
社会人も参加，有料で可，旅行，語学，開放実践センタ。 
夜間の学生にはほぼ活用できないのが残念。 
民間の外部の人向けのSSSなんかもあっても良いと思う。 23 



アドバイザーへのアンケートの結果（8月） 

 SSSの改善点 
 設備や環境に関する改善の要望。設置場所やネットワーク環境など 
 広報 

 学生にとっての意義 
 気軽に相談できる場，教員との関係構築，意義はわからない（相談
が少ない） 

 アドバイザーにとっての意義 
 学生の様子がわかる，授業改善につながる，他の授業の様子が分か
る 

 学習に対する意識の向上（大学院生） 

 その他 
 安易な質問窓口にならないように。まずは自分で考えること。 
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SSSアンケート結果（11月） 

 アドバイザーが担当する授業，アドバイザーではない教
員が担当する授業，および図書館でアンケート配布。 
このうち，１～２年生（580人）を対象に分析。 

 

  
総合科学
部 工学部 医学部 歯学部 薬学部 合計 

1年 133 152 179 38 24 526 

2年 16 32 0 1 5 54 

合計 149 184 179 39 29 580 

 分析に使用する学生アンケートの回答者の内訳（人） 
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SSSアンケート結果（11月） 

 認知度 55.9％（324名/580名） 

          SSSを知った経緯 

 

 

 

 利用率 11.1％（36名／324名） 

     リピーター率は61％ 

 

 

 

 

 

 

ポスター 友人から 図書館のHP 図書館に訪れ
た時に 

授業中にアド
バイザーから その他 

31.2％ 7.2％ 4.0% 53.8% 41.9% 0.9% 

1回 

39%（14） 

2～5回 

47%（17） 

6回以上 

14%（5） 
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SSSアンケート結果（11月） 

満足度 

       SSSを利用して良かった点（自由記述）       

 

 

 

 

 

 

 

 

良かった点 件数 

気軽に相談できたこと 8 

説明がわかりやすかったこと 6 

アドバイザーとの関係ができたこと 5 

アドバイザーと幅広い話ができたこと 3 

アドバイザーが優しいこと 3 

疑問が解決できたこと 3 

その他 1 

満足 

62%（22） 

やや満足 

30%（11） 

やや不満 

0%（0） 

不満 

8%（3） 
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SSSアンケート結果（11月） 

利用したことがないのは何故か？ 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

  SSSを知
らない 

相談した
いことが
ない 

アドバイ
ザーに話
しかけに
くい 

相談した
い科目が
時間割に
入ってい
ない 

時間が 
合わない 

実施して
いる部屋
に入りに
くい 

その他 

総合科学部 31.0 31.7 12.7 13.4 28.9 23.9 2.1 

工学部 47.3 33.5 9.0 7.2 15.6 13.8 0.0 

医学部 45.6 30.2 9.5 5.3 24.3 10.1 0.0 

歯学部 34.2 31.6 10.5 7.9 31.6 10.5 0.0 

薬学部 78.6 21.4 3.6 0.0 0.0 0.0 0.0 

全体 43.2 31.3 9.9 7.9 22.1 14.3 0.6 
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3つのアンケート結果から 

 認知度は約5～6割 

 理数系の相談が多い 

 利用者の満足度は高い 

 アドバイザーにとっても意義があると感じられている 

 リピーターが6割 

 実施してほしい支援として，「レポートの書き方」「定期試
験対策」「TOEIC対策」「大学の勉強の仕方」が多く挙げら
れている。大学での学び方に戸惑っている様子がうかがえ
る。 

 利用しない理由として，知らない，時間が合わない，部屋に
入りにくい，などが挙げられており，改善の余地がある。 
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学修支援のさらなる充実を 
目指して 

30 



課題 

認知度を上げる 
時間割調整 
学生アドバイザーの充実 
ピア・サポートルームの改善 
運営体制の安定化 
図書館としての戦略の欠如 
教員との連携強化 
図書館職員のスキルアップ           
（教育に関わる能力育成） 

SSSを含む， 
包括的な学修支援
実施のために 

31 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
SSSの課題としては，大きく５つ（「認知度を上げる」～「運営体制の安定化」まで）があげられると思います。
認知度を上げる，ということについては，広報の増強や，イベント開催などで活動状況をもっと告知する必要があると考えています。
時間割調整ですが，これは学生さんの時間割とアドバイザーの都合によりますので，もう少しアドバイザーが増えればより改善されていくと思います。
特に，学生アドバイザーについては，ボランティアでない形で雇用することを検討しているので，来年度は増強できる見込みです。
ピア・サポートルームについては，もう少しオープンで相談しやすい場所になるよう，予算要求することにしています。運営体制については，来年度，この運営チームがサポート系サークルとなることになっているので，こちらももう少し安定すると思っています。

このようにSSSについては課題が明確であり，改善策も色々とっています。
では，もっと視点を大きくして，図書館の学修支援全体という観点からみたらどうでしょうか？

私は，このような課題があると思っています。・図書館としての戦略の欠如
・教員との連携強化
・図書館職員のスキルアップ

図書館とのしての戦略の欠如，ということについては，図書館としてどのような学修支援が必要か，という議論をすることなく，とにかく担当者ができることから手当り次第やっていく，ということでここまでやってきたということです。いくつもの取り組みをばらばらに行うのではなく，それぞれの企画に繋がりをもたせ，大きなプログラムとして取り組むことで，効率的・効果的に成果を上げることができると思っています。
このようなプログラムを組むためには，教育学の知見が必須であり，先生方との連携やカリキュラムとの連携が必要だと思います。さらには，そういった内容を理解できるように，図書館職員もスキルアップする必要がある，と考えています。




課題解決に向けて 

図書館の戦略，大学の戦略 
 

 「図書館の改革の方針」の策定 

図書館は，「教育支援に軸足を置いた図書館へ転換する」 
 

 「徳島大学機能強化プラン」の策定(8) 

教育機能改革の一つとして「図書館機能の強化」が挙げら
れている（⑦学生支援） 

学生のピア・サポートについても，推進していく   
（③社会変革を可能とする創造性を育む教育への質的転換 ） 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こういった中，今年度，学修支援の戦略に関わる部分で２つの大きな進展がありました。それが「図書館の改革の方針」と「徳島大学機能強化プラン」です。
図書館では，大学教育の転換や，国立大学改革プランを受けて，今後図書館はどういった改革を行っていくのかを検討しました。その結果，図書館は「教育支援に軸足を置いた図書館へ転換する」という方針となりました。
具体的な取り組みとして，教学組織との連携強化，教育専門の副館長新設，図書館でのTA雇用，SSSの全学展開などが挙げられており，図書館が大学教育の流れにそった形で学修支援を行うことを明示しています。

さらに，7月に出された「徳島大学機能強化プラン」においては教育機能改革の一つとして図書館の機能強化があげられています。これは，全学的にも図書館が自主的学習の支援を行うこと場であることが認知され，期待されていることのあらわれだと考えられます。
特に，SSSの活動を念頭に置いた書きぶりとなっていますので，これはSSSの仕組みを全学的に推進していく，とお墨付きをいただいたのだと考えています。





意識の共有 

図書館の学修支援を図書館のみで考えるのでは
なく，教員や関係部署と考えていきたい 
 

徳島大学で，どんな学生を育てたいのか 
 

どんな風に学びたいのか 
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学修のつまづきを解決する，ということだけではなく， 
アクティブ・ラーニングを推進する仕掛けを作り， 

徳島大学の教育の質向上に貢献する。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このように，全学的なプランや組織としての方針ができて，図書館が組織をあげて学修支援に取り組む素地はできました。これからは先生方や事務の方，学生さんと一緒に，どんな学生を育てたいのか，どんな教育を行っていきたいのか，どんなふうに学びたいのかという思いを共有し，アクティブ・ラーニングを推進する仕掛けを作って行けたら，それをきっかけとして徳島大学の教育の質向上に貢献していけたら，と考えています。




図書館で学修支援を行うメリット 

学生 
 いつものわかりやすい場所で支援を受けることが出来る 
 他の学生の学習の様子が見え，モチベーションが上がる 
 学習に必要な文献がある                
→授業を超えて自分の興味・関心を探究することもでき
る！ 

 
教員 

 図書館職員がサポートに加わることで，業務分担ができる 
 学生にとっては，職員は教員よりもハードルが低い存在？ 
 新しいタイプの授業ができる可能性がある 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
意識を共有する前提として，なぜ，図書館で学修支援なのか，図書館で学修支援を行うメリットについて改めて考えてみていただきたいと思います。
ここに書いているように，図書館で学修支援を行えば，学生・教員双方にメリットをもたらす，と私は考えます。

今，声高に教育の質向上や教育改革が叫ばれていますが，実は新たにそのための何かを作らなくても既存の学内の資源を有効に使うだけでできることがたくさんあるのではないでしょうか。特に，人のネットワークを広げることで，多大な資金を使わずできることがあります。ネットワークを組み替えるだけでも発揮できる力があると思っています。
そうやって人が繋がってできることは，自分の事となり，各人が強くコミットして取り組むようにもなると思います。




大学図書館でなにができるか 
徳島大学附属図書館で，何ができるか 

 
みなさんがしたいことは？ 

 
今あるものをつなげてみると・・・ 
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徳島大学附属図書館で
できること 

図書館での学習支援の企画を 
一緒に考えてください 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
徳大図書館ではどんな学習支援を行うことができるでしょうか。
本日は、「図書館での学修支援企画」を一緒に考えて頂き、たくさんアイデアを出して頂きたいと思います。




様々な分野の学術成果が集まっていること。 
様々な分野の学生・研究者が集まること。 
他者が学習・研究している姿が見えること。 
情報収集のための基盤（プラットフォーム＝ 
 図書館ホームページ）が構築されていること。 
学習設備（パソコン，BIGPAD，iPad， 
 可動式机，イス，視聴覚機器）があること。 

図書館の特性 ＝強み 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
図書館には次のような特性があります。
●様々な分野の学術成果が集まっている。
●様々な分野の学生・研究者が集まる。
●他者が学習・研究している姿が見える。
●情報収集のための基盤が構築されている。
●パソコンや可動式机、イスなどの学習設備がある。

このような特性は「図書館の強み」であると思います。
この「強み」の中には，顕在化されていないもの，学内での認知度が低いものもありますが，
顕在化させ，周知していくことで，図書館が大学教育にとって有用な施設として認知され，今後さらに有効活用されることにつながると思います。



図書館での学修支援 
１．学生・教員との連携 
２．イベント 
３．資料活用 
４．授業開発 
５．共同研究 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで、先程提示したような図書館の強みを活かした学修支援を、一緒に考えて頂きたいと思います。
この後、次の５つのカテゴリーから各自、どれか１つを選び、グループで話し合っていただきますので、
どれにするか考えながらお聞きください。



１．学生・教員との連携 
学生・教員による図書館資料 
 展示室での企画展示 
学生団体の活動報告会 
Englishスペース 
教員とコラボした講習会 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「学生や教員と連携」した学修支援としては、
図書館の資料展示室を利用した企画展示や
学生団体の活動報告会の開催、
Englishスペースの設置、
教員と連携した講習会
などが考えられます。




２．イベント 

研究室紹介イベント 
ビブリオバトル 
  （本の紹介コミュニケーションゲーム） 

サイエンスカフェ 
  （科学について気軽に語り合う場） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「イベント」による学修支援としては、
研究室紹介イベントや、
5分間で本をプレゼンし、チャンプ本を決めるゲームのビブリオバトル、
科学について気軽に語り合うサイエンスカフェ
などが考えられます。　




３．資料活用 

ブクログでブクブク交換 
古本市 
授業サポートナビ 
レポート・課題図書の連携 
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
図書館の「資料を活用」した学修支援としては、
ブクログを利用した本の交換会や
古本市、
蔵本分館で現在行っている授業サポートナビ
などが考えられます。



４．授業開発 
初年次教育で，文献検索講義を開催 
学部ＦＤなどと連携した，インスト 
 ラクショナル・デザインを用いた 
 「情報リテラシー授業」の開発 
ボランティア授業で「図書館おこし」 
 を企画してもらう 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「授業開発」による学修支援としては、
初年次必修科目と連携しての講義の開催や、
学部ＦＤなどと連携した「情報リテラシー授業」の開発、
実践的な課題解決学習を行う授業との連携
などが考えられます。



５．共同研究 
図書館の貴重資料解読 
 （「蜂須賀家家臣団成立書并系図」の現代語訳， 
   電子書籍出版など） 
工学系研究室とのコラボによる，ホ
ログラムを使った情報リテラシー教
材開発 

総科マルチメディア系研究室とのコ
ラボによる「飛び出す図書館利用案
内」作成 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「共同研究」による学修支援としては、
専門的知識を活用した図書館の貴重資料の現代語訳や、
研究室と連携しての教材開発、
立体的利用案内の作成
などができたらいいなと思っています。



図書館での学修支援 
１．学生・教員との連携 
  （学生、教員、図書館で連携することでできる学修支援） 

２．イベント 
  （図書館で行うとよさそうな学修支援イベント） 

３．資料活用 
  （図書館にある資料を活用して行うことのできる学習支援） 

４．授業開発 
  （図書館の資料や施設、サービスを取り入れた授業開発） 

５．共同研究 
  （研究室と連携するからこそできる、新たな資料の作成や教材開発） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以上の５つのカテゴリーに分かれて話し合い、
図書館での学修支援企画を考えて頂きたいと思います。

どのカテゴリーにするか決まりましたでしょうか？
質問はありますか？
それでは、以上の５つから1つ選び、テーブルを移動してください。



グループワーク（30分） 
自己紹介 
司会者・発表者を決める 
企画例から１つ選ぶ or 新企画を考案 
次のことを話し合う 

◆なぜその企画をやりたいと思うのか 
◆どのようにしたら実現できるか 
◆どんな効果がありそうか 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、自己紹介をして、司会者、発表者を決めてください。
それから、各グループで、「図書館での学修支援企画案」を考えてください。
お配りしている各カテゴリー毎の企画例も参考にしていただいて構いませんし、
ここにあるもの以外の企画でもいいです。

企画案を１つにしぼってから、その企画について、
◆なぜやりたいと思うのか
◆どうやったら実現できるか
◆どんな効果がありそうか
を話し合ってください。

テーブルにある模造紙、マジック、付箋などは好きに使ってください。
発表時に使用してもいいし、使用しなくても構いません。

　　時　　分から順に発表して頂きますので、それまでに内容をまとめてください。
よろしくお願いします。
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